








発すると､ 翌年 4 月に国家総動員法が公布され､
労務動員・物資動員・生産力拡充からなる国家
総動員計画が作成された｡ 同年 6月に ｢集団的
勤労作業運動実施ニ関スル件｣ という通牒が出
され､ 旧制中学校と高等女学校の学徒は､ 夏期







同年 9月 1日から 6日まで夏期休暇中に登校し
て白衣を裁縫するとともに､ 三年生以下は校舎
内外の大掃除を 3日間行っている｡ さらに集団













化が重視された｡ 同年 2月の厚生省 ｢国民勤労
体制の刷新に関する件｣ に基づき､ 女子学校の
軍需工場化が推進され､ 本校の他にも､ 恵泉女
学園､ 駒沢高等女学校､ 洗足高等女学校､ 東京
家政学院などで校内での動員が行われた｡
こうした時代の波が東洋英和にどのように押
し寄せてきたかは､ 目録番号48 の ｢昭和十九
年四月より二十年十月まで勤労動員ニ関スル綴｣














































では､ この ｢動員｣ に際し､ 東洋英和の教職
員たちはどのように対応したのであろうか｡
目録番号49 の ｢昭和十九年四月以降 教職員































目録番号46 の ｢昭和十九年七月一日以降 沖
電気株式会社 東洋永和作業所日誌｣ から当時
の様子を見てみよう【★ 3】｡
7 月 1 日の日誌によれば､ 作業初日には三・
五年生合わせて240名の ｢入所式｣ が大講堂で
行われている｡ その式次第は ｢一､ 国民儀礼｣
｢二､ 芝浦工場長 押田三郎氏 挨拶｣ ｢三､ 生
徒代表 五ノ一 植村和子 宣誓｣ ｢四､ 安井
学校長挨拶｣ ｢五､ ｢海ゆかば｣ 斉唱｣ ｢六､ 幹






















【★ 2】 ｢昭和十九年四月以降 教職員会議録｣















































時間割は 1日 6時限目 (各45分) まで設けられ
ているものの､ 授業は週に6時間のみで､ 前ペー
ジの表の通りであった｡
目録番号 1 の ｢昭和十九年度教科書配当表｣
からは生徒たちに配られた教科書も確認できる｡
しかし戦局の悪化に伴い､ 9 月26日には ｢作

































3 月10日には ｢午前十時頃警戒警報発令 十
一時半解除／昨夜のＢ29の空襲の為生徒の出席
少なし／交通情勢にかんがみ二時にて下校｣ と






















(75号 2 p参照) すでに同年 4月15
日に安藤電気､ 5 月23日に中央光
学精機が全焼していたため､ その
後の勤労動員は陸軍聯隊区司令部
の作業補助へと移行していくので
ある｡
(中高部社会科教諭・史料室委員)
9
【★ 5】
1945年 3 月10日の日誌
【★ 6】
1945年 3 月24日の
教員会議録より
【★ 4】
1944年12月26日の日誌
